
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 

５月１日発行 

第２号 浜木綿 
学校教育目標 

自ら考え、お互いを認め合い、 

社会と関わろうとする生徒の育成 

スローガン  一人ひとりが主役の白中 

 

「
自
ら
考
え
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、 

社
会
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
生
徒
の
育
成
」 

29 名の新入生を迎え、全校生徒 100 名、教職員等 23 名で、令和 6 年度がスタートしました。新しいご縁に感謝いたします！ 

 
 

先
日
全
校
集
会
で
、
「
行
き
た
く
な
る

学
校
と
は
？
」
と
い
う
問
い
を
、
一
，
二
，

三
年
生
、
教
職
員
が
混
ざ
っ
た
グ
ル
ー
プ

で
対
話
し
ま
し
た
。
「
安
全
・
安
心
」
「
自

分
の
居
場
所
が
あ
る
」
「
や
り
た
い
こ
と

が
で
き
る
」
「
認
め
て
く
れ
る
」
「
楽
し

い
」
、
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
生
徒
も
、

教
職
員
も
願
い
は
同
じ
で
す
。 

            

そ
の
願
い
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
本
校

の
目
標
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
本
校
学
校
教
育
目
標
は
、
「
自

ら
考
え
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、
社
会
と

関
わ
ろ
う
と
す
る
生
徒
の
育
成
」
で
す
。 

 

自
分
を
知
り
、
自
分
を
他
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
、
自
分
を
表
現
し
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
実
現
す
る
。 

 

自
分
と
他
者
と
は
違
う
か
ら
こ
そ
、
お

互
い
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
、
何
を
大
事

に
す
る
か
を
合
意
形
成
す
る
。 

 
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
、
自
分
自

身
が
当
事
者
と
し
て
関
わ
る
。 

 

こ
れ
ら
が
目
標
で
す
。 

 
 

そ
の
た
め
に
は
、
➀
画
一
的
な
教
育

か
ら
、
「
個
を
軸
と
し
た
学
び
方
」
へ
の

転
換
➁
「
実
際
の
社
会
と
つ
な
が
る
授

業
内
容
を
軸
と
し
た
学
び
方
」
へ
の
転

換 

➂
課
題
解
決
力
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
「
探
究
型
を
軸
と
し
た
学
び
方
」
へ

の
転
換
な
ど
が
必
要
で
す
。 

            

生
徒
が
生
き
生
き
と
学
ぶ
姿
が
白
浜

中
学
校
に
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
思
い

通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
も
き
っ
と
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
時
に
、
叱
ら

れ
、
止
め
ら
れ
、
諫
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
社
会
、
集

団
の
中
で
育
つ
た
め
に
必
要
な
経
験
で

す
。
学
校
で
も
、
家
庭
で
も
、
地
域
で
も

こ
う
い
っ
た
視
点
を
大
事
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。 

今
年
度
も
、
生
徒
、
保
護
者
、
地
域
、

教
職
員
み
ん
な
で
、
学
校
づ
く
り
を
し

て
い
き
ま
す
。
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 

（
学
校
長
） 

 

 

行
き
た
く
な
る
学
校
と
は
？ 

方
向
の
転
換
が
必
要 

中
学
校
で
学
ぶ
こ
と 

学
校
教
育
目
標 

新入生対象の部活紹介 吹奏楽部の演奏   行きたくなる学校を考える教職員 少し緊張している新入生   

教職員で考えた「行きたくなる学校」 

「自律」的な学びへのチャレンジ 数学 



 

 

 日 曜 行      事 部活 

１ 水 午後臨時休校（町研究会） × 

２ 木 ＡＬＴ  

３ 金 憲法記念日  

４ 土 みどりの日  

５ 日 こどもの日  

６ 月 振替休日  

７ 火   

８ 水 図書館司書 × 

９ 木 ＳＣ 育友会環境整備作業（14:30～15:20）  

10 金 内科検診  

11 土 春季大会（陸上）  

12 日    

13 月 ＡＬＴ  

14 火 ＡＬＴ  

15 水 給食集金日  

16 木 図書館司書 ＳＣ  

17 金 体育大会予行・準備 × 

18 土 第 77回体育大会（終日・雨天延期）  

19 日 白浜トライアスロン  

20 月 振替休日  

21 火 ＳＳＷ  

22 水  × 

23 木 ＳＣ  

24 金 図書館司書 英語検定  

25 土  × 

26 日  × 

27 月 ＡＬＴ × 

28 火 スポーツテスト 避難訓練 × 

29 水  × 

30 木 中間テスト × 

31 金 中間テスト  

６月の主な予定 
３日（月）街頭指導 セーフティーネットの日 

7日（金）1年地域探検（弁当持参） 

８日（土）県選手権大会（バレー） コスモスの郷フェスタ 

１８日（火）給食集金日     １９日（水）参観日 

図書ボランティア 

今年も 10 名のボランティア

の方にお世話になります。よろ

しくお願いいたします！地域

の素敵な活動ありがたいです。 

 

【3年生】オーストラリアマランダ高校との交流。 

高校生のプレゼンに続き、いくつかのグループに分かれ、自己紹

介など対話を行いました。今後、オンライン授業交流も始まります。 

紀南 goodに学校便り掲載 

【２年生】総合的な学びが始まりました。   取組の様子↑ 

ご当地カプセルトイ「白浜ガチャ」総合プロデュースを本校 2年

生が担当します。産学官のプロジェクト。この先が楽しみです。 

【１年生】道徳「いじめ」の定義をつくろう 

1年生の授業では、自分と他者との「いじめ」認識が違うこと、

絶対に許されない行為があることを学びました。 

【全学年】全校道徳 

それぞれの違うところ、同じところに注目し、人権について考え

ました。「『話が合うから話すんじゃなく、話が合わないからこそ共

通するところを探す』ということが大切なんだと思った。」「みんな

違うところとか同じところがあるから、みんな違っていいと思っ

た。」という感想も書いてくれました。 

【地域】第 1回白浜中学校コミュニティスクール会議開催 

 学校運営協議会制度・地域学校協働活動の一体化を目指した、 

白浜中学校コミュニティスクールの第 1回会議が行われました。  

生徒の思い、地域の思いが一つになって、豊かな学校教育が進め

ばいいなと思います。ご参加していただいた皆様、有り難うござい

ました。 

 

前期生徒会役員 

会長  谷 弘明 

副会長 小川愛生・小森寛太 

書記  河畑悦娜・谷口陽向 

会計  池田 華 

本年度の育友会総会は

書面承認に、参観日は延

期となりました。 

育友会本部役員・委員のみなさま、役員会並びに委員総会への

ご出席有り難うございました。会員の皆様、今年度の育友会活動、

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

どのグループも対話が盛り上がる オーストラリア マランダクイズ！ 

実際に全員ガチャをして盛り上がる 中に何を入れるのか考える 

授業の振り返り みんなが考える「いじめ」とは 

違いは何？ 同じところは何？ どのグループも対話が盛り上がる 


